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身　長 体　重 要 約
山　　　・村
農　山　村
都市近郊農村
漁　　　　村
98±2．9
98±3．1
103±4．4
105±3．4
103±4．2
96±7．4
96±12．2
107±11．8
110±6．0
101±7．0
3．0±0．81
3．0±0．82
3．3±0．47
3．1±0．32
3．1±0．13
　幼児の栄養摂取に関する系統的研究の一端として，41
年～45年にかけて新潟県下の農村（農業経済地帯別分
類による4地区一山村，農山村，平地農村，都市近郊
農村）および漁村における幼児の食餌摂取状況について
検討すべく，3～6歳児を対象とし，四季の連続した3
日間（通年12日間）の食餌摂取量を個人別に秤量した。
　　198
得られた成績は昭和45年目標値と対比しY．：さらに5地
区における食糧構成パターンおよび摂取栄養パターンに
ついて，数値群パターン解析法を適用して，以下の結果
を得た。　’．
　1）、食糧構成および摂取栄養パターンには，経済社会
的立地条件に結びついて地域差，季節変動が認められ，
秋季の栄養が相対的にすぐれ，夏季の栄養が低位にあっ
た。　　　｝
　2）食糧構成パターンにおいて，基準値にもっともよ
、く似ているのは漁村のパターン（0．957）であり∫もっと
も似ていないのは農山村のパターン（0．797）であった。
また，基準値との類似を低めている第一要因は，漁村で
ψま魚介類の多量摂取であり，農村4地区では乳類の不足
であった。
∵3）摂取栄養パターンの栄養所要量との類似率は山村
く秋）が最上位（0．984），山村（夏）が最下位（α954）
であり，漁村ρパタ「ン類似率はα956〔σg61であっ
た。漁村は動物性たん白質，脂肪；Caおよび鉄の過量
摂取が類似率を低あていた。　　　二・
　4）VAをはじめとするビタミン類の摂取不足が農・
山・漁村幼児に共通して認められた。一
　　　　　　　　　　　　　　’・二・，：
終わり．に臨み，一本研究に際して終始ご懇篤なご指導と
・栄養と食糧
ご校閲を賜わりました，本学の塚原叡教授に厚くお礼申
し上げます。．
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